









到来をみる神田龍身氏 、 『古とりかへばや』や『有明の別れ』を親捜しの物語の枠内に位置づける。しかし男女の「とりかへ」によって大団円へと落とし込まれ密通による子の物語を持たない『今とりかへばや』は、 「血とか家とかというレベルの問題へと還元し得る類のものではなく、男装・女装していた主人公達 有為転変が飽くまで目的化」している 評している
⑵
。また西本寮子氏も、 「家

































この噂は事実とやや異なるものの、四の君 宰相中将と 密通、そして大姫君の出自が広く世間に露見してしまっているこ になる。
次に宇治の若君だが、四の君の密通を知った父右大臣が彼女を勘
当して以来、宰相中将は宇治に隠した女君と四 君との間を行き来しながら両方の面倒を見ていたが、そうした彼 態度に不信を抱いた女君は、生まれた宇治の若君を残して姿を消して まう。その後、女君は男 と互いの立場を「とりかへ」て尚侍となり、やがて帝に見初められて一の宮を生み中宮となるが、そのことを知らない宰相
左大臣
　　　




































母親については伏せている。今大将 舅 ある右大臣 「さりげなくていつのほどにかかる御ことどもはありけるぞと、めずらかに思しけり」 〔同〕と奇怪に思うものの、女春宮との間に生まれた子であることには気付かない。
しかし、この二人の母親不明の子どもの出自も次第に明らかにさ
































場合によっては源氏と朧月夜 ように、そ ぞれ 進退 関わる重大事として扱われて た。加えて女三の宮の密通に気付いた が「気色に出だすべきことにもあらず」 〔源氏④
 若菜下
 二五五〕と知




は、即座に彼女の母親である皇太后宮の子として、父親不明のまま公表される。後にこ 子が狭衣に似ていることから嵯峨院によって父親が狭衣であることが推察されて るが、実は皇太后宮の実子でないことまでは疑われず、母親 女二の宮であると 誰 も気付かれていない。
また『浜松中納言物語』でも、中納言と唐后との密通による子ど



































に一時は厳しい処置を取っている『源氏物語』 朱雀帝の態度とは明らかに異なって る。 『今とり へばや』において〈不義〉の子の出自の露見は重要な意味をなしていないのである。これこそが『今とりかへばや』の特徴であり、血脈に対する意識の表れと言えるのではないだろうか。
それが一番よくわかるのが、先に触れた宰相中将と四の君の密通
によって生まれた大姫君の入内である。【引用５】
年月も過ぎかはりて、大殿髪おろしたまふ。右の大臣、太政大臣になりたまひなどし 将殿、左大臣になりたまひて 関白したまふ。宮の大納言、内大臣にて大将かけたまふ。若君たちも元服したまひて、中将、少将とみな聞こゆめり。帝もおりさせたまひぬれば、春宮 位につかせたまひ 二宮、坊に居させたまふ。今の関白殿の四 君腹の大姫君、女御に参りたまひて、藤壺にさぶらひ うち続き この麗景殿にて生ひ出でたまひし姫君、春宮の女御になりたまふ。
 〔巻四
 五二〇頁〕
物語の終結に向けてそれぞれの昇進が記されてゆく中、 先掲 【図１】の大姫君は今の関白 （左大臣家の男君） の子として扱われ、 中宮 （左





果、生を受け、生まれながらにして背負った重荷に対する鎮魂」であり「異性装のきょうだい 翻弄される結果となった式部卿宮家の維持と繁栄に関わ ことで、次世代におい 慰撫 ることになる」と論じている
⑽
が、それならわざわざ「今の関白殿の四の君腹の
大姫君 する必要はないだろ 。そもそも式部卿宮は物語冒頭で宰相中将の父親 して名前が挙がるだけ 、この二人の繋がりは極めて希薄である。宰相中将自身 吉野の中 君 夫と 男 二条殿に頻繁に出入りしているよう 状況にあっては、こ 姫君の入内が「式部卿宮家の維持と繁栄に関わる」とは考えづらい。 「今関白殿の四の君腹の大姫君」 ことを素直に受けとめるな 、大姫君は左大臣家の〈 〉の繁栄に組み込まれた 見る方が自然なのではないだろうか。女君と男 の「 かへ」の後、四の君は男君と 間に四人の若君を儲けてい 。もしも血筋 こだわる であれば、ここに を誕生させ、その男 と四の君の実子 女君腹
― ―111
帝に入内させることも十分に出来たのである。あるいは、大姫君の出自を伏せることも不可能だったわけではない。本当は宰相中将の子である大姫君が男君の子とされていくの あれば、それ これまでの物語にも見られる「血を偽る子ども」の系譜上に位置づけられる。だが『今とりかへばや』においては決して秘匿されるべきものとして扱われてい わけではない。生まれた子ども 本当の血筋が噂や帝を通して明らかにされ、その上でなお本来の血筋ではなく左大臣家男君の娘、つまり后がねの姫君 して、左大臣家の〈家〉の繁栄に組み込まれているのである。
今更指摘するまでもないが、 『源氏物語』は血脈にこだわる物語
である。源氏の〈家〉 形成するにあたっても、血脈が重視されていた。例えば光源氏の実子である夕霧や明石 には子どもが誕生し、婚姻により結びつきを深くし く一方、養子 ある紫 上や秋好中宮には子どもは誕生せず、血脈が途絶えてしまう
⑾
。玉鬘のみ
子どもが誕生するが、彼女は髭黒の大将の妻となっ おり、源氏の〈家〉を担ったり支えたりする女性ではない。また、源氏の実孫である匂宮が源氏の息子・夕霧の六の君を北の方と 、且つ宇治の中の君との間に子どもが誕生しているの 対し、柏木 子である薫は源氏 血筋とは関係のない藤壺の女御腹 女二 宮 北 方 しており、且つ子ども 生まれて ない 『源氏物語』において源氏の血を受け継がない養子や密通によって生まれた子どもは そ 本人の世では時めいて源氏 〈家〉に 繁栄をもたらすことはあっても、子どもが誕生せず、その血脈が次の代へと続 ていくこと ない。換言すれば、源氏の血脈にない どもが源氏の家系に連なっていくことはない である。
これに対して『今とりかへばや』では、本左大臣家の血を引いて










































これは今中宮と対面した若君が彼女を母親と認識した場面であり、ここではじめて母親に対する若君の心が語られる。傍線部①は【資料７】の「幼心地にほの聞き まひしことの、をりをりいぶかしうおぼつかなう思ひわたれど」と一見似ているようだが、薫が実際には源氏の子ではない自身のことを「おぼつかな」く思っているのに対し、宇治 若君が おぼつかな」く思うのは失踪した の行方である。この違いは大きい。ま 、いざ母親とおぼ き人物と対面した若君は「いとおよすけ」た態度で彼女の中宮 いう身分に配慮
― ―113
し、即座にその秘密の共有者となっているが、この「およすけ」た性質も 薫のそれは出生についてのコンプレックスに根ざす態度であるのに対し、若君の場合、そこに至るまでの経緯は一切描かれていない。母親と思われる人物に出会ったことだけは乳母に伝えるものの、それが誰である かは断固として明かさず、その様子は乳母から「幼き人ともなくいとうつくしういはけなからずものしたまふ」 〔巻四
 五一九〕と見られている。自分と母親との関係に「あは


























一九九三年）第一部Ⅵ章に所収） 、 「物語史への一視角―『 （古）
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